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イヌツゲの樹冠におけるクサグモの分布型

三浦　　正＊④高 明均＊

The　D1str1but1on　Pattems　ofλg・θ1θ〃α1伽ろ砿αThore11on　the

　　　　　Crown　of　Box－tree，刀θ”ぴ伽α肋Thumb

　　　　　Tadash1MIURA　and．Myung　Kyune　Ko

　The　spat1a1dユstr1but1on　pattems，the　repu1s1on　among1nd．md－ua1s　and　the　space

among　md．1v1d－ua1nests　m　Ag召Z例αZ舳ろ励αThore11were　m∀est1gated．on　t1he　crown　of

box－tree，1Zθ”6ブθ舳肋Thumb　The　d1str1but1on　pattems　exa血1ned　by榊＊一榊　method．

of　Iwao　showed　an　umform　d1str1but1o：n　pattems　m　the　each　h111of　box－tree　The　md．ex

．f。。p．1。。。・（R）・。。・。d。。。。g。。。q。。・。。。（R－1）。flM．n。。・。w。。f。。蛆100・。04＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E＋1

The　mdex　of　repu1s1on（R）1n　sp1der　was　s血a11er1n　the　box－tree　h111wh1ch　had－h1gh

popu1at1on　d．ens1ty　than　m　those　wh1ch　had1ow　popu1at1on　d．ens1ty　Th1s　cou1d　resu1t

fro血the　quant1tat1ye　d．1fference　m　food－resources　for　sp1ders　　The　space　a＝mong

1ndmd－ua1nests　of　sp1d．er　was　nearer1n　the　box－tree　h111s　wh1ch　had－h1gh　popu1at1on

d．ens1ty　than　those　wh1ch　had．1ow　popu1at1on　d－ens1ty

緒　　　　　言

　イヌツゲの並木を生息地とするクサグモAgθz6舳

〃励吻Thore11の個体群について，生息場所選択と

食物資源の関係について報告した。クサグモが食物の豊

富な株を選択する結果，小地域内においては集中分布を

示す．株単位の生息密度と食物量の関係は飽和型曲線を

示した．これは個体間のへさけあい、を示唆するものと

考えられる．

　本報においては，イヌツゲの同じ株において生活する

個体の相互関係を明らかにするため，分布型，個体間の

反発性，巣間距離などの調査結果をのべる．

　本調査に協力していただいた山口大学農学部害虫学研

究室，三浦一芸氏にお礼を串しあげます．

　　　　　　　調　査　方　法

調査1．松江市本庄町，島根大学農学部附属農場内の

＊昆虫管理学研究室

イヌツゲ刀ω6舳吻Thumb．10株を選び，樹冠上を

20cm方形網をあて，クサグモの巣の数を記録した。

　調査2　島根県八束郡八雲村，熊野神杜境内のイヌソ

ゲ8株を選び，これに生息するクサグモをと．りのぞき，

用意したクサグモを密度別（80匹2株，40匹3株，20匹

1株，15匹1株，10匹1株）にして，1985年、5月12日

に放し，14日，19日，26日の3回，20cm方形網を用い

て，区画内に入る巣の数を記録した。

　調査3　農場内のイヌソゲ18株を選ぴ，樹冠を東西南

北に区切り，4区内において隣接個体法によって巣間距

離（シート網間）を測定した。

結果と考察

1　椥□おげる分布型

　昆虫の分布を解析する方法にはいろいろあり，Mori－
　　5）　　　　　3）　　　　　　　　　1）
shltaの1δ，久野のα，Harcourtの共通のKなどを

用いた集中度指数がある．特定の分布を想定しなく，分

布の基本単位と分布様式を別にあつかうことができる
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　　2）
IWaOの刎＊一刎回帰分析法を今回は使用した。
　　　2）
　IWaOの平均こみあい度刎＊と平均刎の間には，多

種の分布型において，次の直線関係が証明されている。

　即ち，刎＊＝α十β物，αは回帰直線が刎＊軸を通る切

片で無限小の密度に対する，方形区あたり個体あたりの

平均値個体数を示す．これを基本集合度示数と呼んでい

る．βは平均密度に対応した空間利用のありかたを示

し，密度一集合度係数とされている．

　農場内のイヌツゲ10株における分布型を第1図に示し

た．
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F1g1　Re1at1onsh1ps　between　mean　crowdmg
　　（糀＊）and　mean　dens1ty（刎）for　the　d1tr1－

　　but1on　of　／1gθ13〃α　〃刎．ろαヵαon　box＿tree　at

　　Hon〕o，Matsue，Sh1mane　Pref　The　broken

　　1me　shows　the　expectat1on　from　P01sson’s

　　distribution．

　クサグモの各々の個体が独立に分布すれば，α＝O，

正の集合性でα＞O，負の集合性で一1＜α＜Oとなる．

計算値をみると，αは一0．47，集合性は負，すなわち，

クサグモの個体間には、さけあい。があることが証明さ

れた．βは個体又はグループの分布様式を規定するもの

であり，機会分布でβ＝1，一様分布でO≦β＜1，集中

分布でβ＞1となる．

　計算値は，β＝O．82となり，一様分布と判定される．

　島根県八束郡八雲村の熊野神杜のイヌツゲの株は，農

場内のものより少し大き‘い．この株を使用する前にクモ

類を除去したが，放飼日から1回目の調査までにクサグ

モの個体数に変動があり、実験計画通りには個体数が揃

わなかった．

　実験開始5月12日，1回目調査5月14日，2回目5月

19日における分布様式を第2図に示した。

　1回目の調査，5月14日においては，基本集合度示数

α：一〇．15，で負の集合性，密度一集合度係数β＝O．59

で一様分布と判明した。

　2回目の調査，5月19日においては，基本集合度示数
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F1g2　Re1at1onsh1ps　between　mean　crowdmg
　　（刎＊）　and　mean　dens1ty（伽）　for　the　d1strト

　　bution　of五gθZビ犯αZ5η必α切　on　box－tree　in

　　Yagumo，Sh1mane　Pref
　　The　broken1me　shows　the　expectat1on　from

　　p01sson’s　d1stnbut1on

α：一〇．07，密度一集合度係数β：O．25となった。

　クサグモ個体群の分布は，地域内においては好適条件

の環境を選択するために集中分布型を示すが，最低単

位，すなわち生活場所を同じくする個体間においては，

一様分布を示す。密度が低い場合は更に完全一様分布に

近づく傾向が認められた。この分布型からして個体間の

、さけあい。があることがわかる．

2．反発性
　　　4）
　森下はアリジゴクGZ舳鮒0肋ゴ砂0πゴ6刎を砂箱に密

度をかえて放し，各個体が巣穴をつくった後に巣穴の分

布を調査した結果、密度に関係なく分布型は一様分布を

示し，個体間の反発性を問題にした．

　個体間に反発性がある場合，その反発性の度合を表す
　　　　　　　　4）
示数として，森下は次式を提唱した．

　　　　　　1　　　R－
　　　　　E＋1

　Rは個体間に反発性がない場合には，R；O，無限大

の反発性がある場合にR＝1となる．この式のEは森

下の環境密度理論に基礎をおくもので、環境の価値を，

環境密度（env1ronmenta1dens1ty）の五で示した．
　　　4）
　森下はさらに環境密度Eを空間分布から求める方法
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を提案した．ある面上にw個体が生息する時，この面

をg個の方形区に分画したとき，1方形区の環境密度

をEとすると，9→・・，1V＝→・・，N／9・・λとすると，O

個体の方形区の確率は，

　　　クo二θ・λ｛1＋（λ／2E）（1－g）｝

　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　λ＜1では’炉・一・手1・・去・（・一！）／

λ≧1では，炉O

したがって，λ＜1のときのEは，

・一1（叫二（・一／）｛加）

λ≧1のときのEは，
　　　　　　一λ

五＝・（1・去・・伽）

　λは方形区当りの平均個体数，ク。は総ての方形区に

対するO個体が占める方形区数の割合，これからEが

求められる．

　この式を使用して反発性の示数Rを求め，第3図に

示した。反発性の示数，反発度は1からO．43の範囲で

示された。示数はイヌツゲの株のクサグモの密度が高い

場合に低く，低い場合に高い傾向が示された．

　このことは。クサクモが一定空間内に収容される飽和

密度以下の場合において，しかも環境条件が局密度の影

響で悪化していない範囲内にある場合は，個体間の反発

性の度合は小さい．すなわち食物資源が豊富にあり，自

已の生活空間が満たされ，巣を他個体が直接犯さない範

囲内においては干渉を起さないことを示すものと考え

る．

1．0

O．8

言
）　O．6…
≡
…

一ヨ

O、

星　O・4

一一一㊧㊥一㊥・一

　低密度において反発度が大きくなったことは、クサグ

モの密度の低いイヌツゲの株では，食物資源が乏しく、

生活条件として食物資源の獲得に最も有利な場所選択が

起り，個体間の反発度が大きく示されるものと考えられ

る．

　3　巣間距離

　反発度Rは密度が高い場合において小さく表現され

たが，個体と個体はどの程度まで近よれるか，隣接個体

法によってシート網とシート網の距離を測定した．これ

らの測定値の頻度分布から平均距離を求めて示したの

が，第4図である．

　クサグモの生息密度と巣間距離の関係は，

　　　ツ：エ／（o．1117”一〇．5841）で示された．

　イヌツゲの株のクサグモの生息密度が50匹以上になる

と，ある一定距離が保持され，それ以上には巣間距離は

近づかない．この最低限界距離は1／0．1117＝8．95cm

となった。
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F1g3　Re1at1onsh1ps　between1ndex　of
　　repu1s1on（R）and　dens1ty　ofλ84θηα

　　Z伽肋切on　box－tree　in　Yagumo，
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　　　　　　Density　of　spider　per　hil1

F1g4　Re1at1onsh1ps　between　space　among
　　nests　ofλgθZ6παZz刎ろα広αand1ts　dens1ty

　　on　box－tree　m　Sh1mane　Umv　Farm

　4月下旬にクサグモの幼生個体がつくる巣は小さく，

巣問距離は9Cm程度あればたりるが至クサグモが成長

し，ネットもそれにつれて大きくなれば近接個体間の干

渉がおこり，死亡や移出が起る原因になると考える、こ

れらについては今後の調査で報告する。今回調査した農

場内のイヌツゲ18株のクサグモの分布型も検討したが。

刎＊／刎＝O．46を示し，一様分布を示した。
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摘　　　　　要

　本報においては，イヌツゲの株におけるクサグモの分

布型，個体間の反発度、巣間距離の調査結果を報告し

た．

　イヌツゲの株におけるクサグモの分布型は一様分布を

示した．この分布型はIWaOの伽＊一肋回帰分析法によ

った。

　クサグモの個体間の反発度を森下のR＝1／E＋1の理

論を使用して解析した．その結果，反発度示数Rは1

からO，43の範囲で示された．反発度はクサグモの生息

密度が高くても，食物資源の豊富な株では小さく，生息

密度が低く，食物資源の乏しい株においては大きくなっ

た．

　イヌツゲの株におけるクサグモの巣間距離は，低密度

で大きく，局密度で小さい。しかし局密度でも最短距離

は約9Cmであった。
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